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健全化判断比率とは、一般会計と特別会計などの財政状況に基づき、４つの項目

について指標化し、判断するものです。

健全化判断比率のうち、1つでも早期健全化基準以上である場合は財政健全化計

画を、財政再生基準以上である場合は財政再生計画を定める必要があります。

平成21年度決算に基づく羽幌町の健全化判断比率は、�������	
��
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水道事業や下水道事業など公営企業会計の資金不足を料金収入などの事業規模

と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すものです。20%以上で経営健全化

団体となり、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

羽幌町の公営企業会計は、いずれも資金不足を生じていないため�������
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20.0％15.0％－�実質赤字比率

40.0％20.0％－�連結実質赤字比率

35.0％25.0％16.5％�����実質公債費比率

350.0％52.4％�����将来負担比率
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20.0％－�水道事業会計

20.0％－�下水道事業特別会計

20.0％－�簡易水道事業特別会計
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